
［成果情報名］BUN値を中心とした短期間給与飼料調整による黒毛和種繁殖雌牛採卵成績の改善技術 

［要約］受精卵採取のためのホルモン処理開始前に、供卵牛の血液生化学検査を行い、BUN（血液尿

素窒素）値を中心に、良好な採卵成績が期待できる項目毎の適正範囲へ栄養成分の過不足を補正

する給与飼料調整を行うことで、黒毛和種繁殖雌牛の採卵成績を改善することができる。 
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［背景・ねらい］ 

受精卵移植技術は、優れた雌牛（供卵牛）から複数採取した受精卵を他の雌牛に移植すること

で、優秀な子牛を効率的に生産できる技術である。しかしながら得られる受精卵の数や品質は、

供卵牛の個体間で違い、回収できる正常卵がない場合や低品質の受精卵が多数の場合がある。県

内採卵組織である「なんこう ET 研究会」は、年間 50 頭前後の採卵を実施しており、1 回の採卵

で回収される平均正常卵数は、全国平均を上回る。この組織においても採卵成績のばらつきは解

決すべき課題として認識されており、供卵牛の個体差の影響を軽減し、優良な受精卵が得られる

確実性の高い技術の開発が望まれている。 

一方、血液代謝プロファイルテストは、血液生化学検査の結果を基に、牛群の飼養管理状況を

診断できる手法として認知されている。項目毎の適正範囲との比較により、農場の飼養管理の問

題点を把握し、給与飼料の調整を行うことで繁殖成績を改善することができる。 

そこで今回の研究は、採卵成績も、採卵に至るまでの各農家の飼養管理の違いの影響を受ける

と考え、血液代謝プロファイルテストを応用し、受精卵採取のためのホルモン処理開始前の血液

生化学検査に良好な採卵成績が期待できる適正範囲を「みえる化」し、適正でない項目がある場

合は、飼料分析・計算に基づく給与飼料内容の補正を実施することで採卵成績が改善可能か検討

する。 

 

［成果の内容・特徴］ 

１．供卵牛（なんこう ET 研究会にて採卵した 17 頭）について、正常卵率に影響のある項目はア

ルブミン、グルコース、GGT、BUNであり、そのうち短期間の給与飼料補正指標に適している項

目は、BUNである（図１）。 

 

２．BUN値を中心に、良好な採卵成績が期待される目標値を設定し（図２）、ホルモン処理から採 

卵までの期間において、適正方向へ補正を行った場合の採卵成績は、採取される正常卵数が増

加する傾向があり、正常卵率が改善される（図３）。 

 

［成果の活用面・留意点］ 

１．本技術は、供卵牛のホルモン処理に対する反応性を高める技術ではなく、正常卵率（正常卵

数/総卵数×100）を改善できる技術である。 

 

２．本技術は、短期間の補正が前提であるため、採卵のためのホルモン処理前に行う血液検査結

果が目標値から大きく乖離し調整が困難な場合や、何らかの疾病発症が疑われる場合は、採卵

を延期する。 

 

３．給与飼料の調整は、当部門で作成した簡易な飼料計算表を用いて概算できる。 

 



［具体的データ］ 

 

図１．正常卵率に影響のある血液性化学検査項目の選定 

 

図２．良好な採卵成績が期待される目標値 

 

図３．給与飼料補正の有無による採卵成績の比較 
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